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体験活動で育む「生きる力」

群馬県立大泉高等学校

校長 澁 澤 洋 典

１ はじめに
本校は、普通科及び農業関連学科(生物生産科、バイオテクノロジー科、食品科学科）

を設置する高等学校である。平成１２年度の学科改編により、全ての学科が男女共学の１

学年４学級編成となり、現在に至っている。

本校は、昭和５６年から花いっぱい運動を行っており、当時は１学年７クラス（普通科

３クラス、農業関連学科３クラス、土木科１クラス）編成であり、全校一斉で校内の花壇

だけでなく大泉警察署や緑道公園などの校外にも花壇苗を定植していた。当時は農業科・

園芸科の生徒が丹誠込めて育てた草花苗を、農業に携わらない学科の生徒が定植するとい

うことで、この共同作業を通して学校が一つにまとまる良い行事となり、以来２６年間連

綿とこの花いっぱい活動を続けている。

昨年度、文部科学省初等中等教育局による「豊かな体験活動推進地域」に大泉町が指定

された。本事業は、推進地域に指定された市町村内の小・中・高等学校が連携を図りつつ、

１９年度までの２カ年間継続して体験活動を実施することになった。

豊かな体験活動推進事業委託要領によると、以下の７つの体験活動が例示された。

①ボランティアなどの社会奉仕に係わる体験活動

②自然に関わる体験活動

③勤労生産に係わる体験活動

④職場・職業・就業に係わる体験活動

⑤文化や芸術に関わる体験活動

⑥交流に関わる体験活動

⑦その他の体験活動

そこで、本校の特色を生かせる②自然に関わる体験活動、⑥交流に関わる体験活動の二

点に焦点を絞り取り組むこととなった。

前者は、学校内外の「花いっぱい運動」を通じて、草花の栽培・定植・管理を年間を通

じて行う全校を挙げての取り組みという視点から設定した。後者は、学校開放の見地から

科目「農業」のもつ教育力を生かし、生徒自身が学習している専門知識や技術、既存の施

設・設備の利活用とうい観点から、異学年である小学校や中学校との交流を設定した。

高等学校学習指導要領では、教育課程について「生

徒の人間として調和のとれた育成」を目指して編成

することとしており、教育活動を進めるにあたって

は「生徒に生きる力をはぐくむこと」を目指し「自

ら学び自ら考える力の育成」を図ることとしている。

また、生きる力は、2003 年 10 月に出された初等中

等教育における当面の教育課程及び指導の充実・改

善方策について(答申)において、右の図１のように
図解されている。

図１ 生きる力の概念図
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２ 実践の概要
(1) 平成１８年度取り組みの概要
①自然に関わる体験活動

従来より実施している「花いっぱい運動」は、本校の校地内および地域の花壇等に、

生徒自ら作成した草花苗を定植した。校地内においては全校生徒が作業を分担して播

種から鉢上げ、定植まで一連の栽培管理を行った。公園の花壇や道路の中央分離帯へ

の定植は、草花の栽培を直接学習する生物生産科生徒が主に担当した。学校内および

近隣地域に花や緑を増やし、自然愛護や環境保護意識の啓発、地域に奉仕する中で思

いやりの心を育むなど心豊かな、充実した体験活動となった。

②交流に関わる体験活動

近隣の幼稚園、保育園、小・中学校、養護学校、あるいは地域住民との栽培や加工

実習を通した交流を積極的に行った。

幼稚園、保育園生に関しては「ふれあい農園」と称してサツマイモの栽培を苗定植

から除草、収穫までを本校生徒が園児と一緒におこなった。

小・中学校との交流については、大泉町立東小学校児童の農場見学、開放講座とし

て実施した「小学生のためのバイオ講座」や「中学生のためのバイオ講座」は近隣の

小学生や中学生を招きバイオテクノロジーに関する実験を体験した。

県立太田高等養護学校の生徒との交流活動としては、「心のふれあい交流学習」と

称して、生物生産科生徒が養護学校生徒と草花や野菜の栽培や管理に一緒に汗を流し

た。また、食品科学科生徒が「パンづくり交流会」と称して、養護学校生を本校に招

き、パンの製造などの食品の加工について一緒に交流体験した。

(2) 平成１９年度の主な活動計画(実施部分を含む)
平成 19 年度に行う主な体験活動の計画は、表１のとおりである。平成 18 年度の概要

とほぼ同様であるが、前年度の実践を踏まえて、より具体的な内容について計画するこ

とが可能となった。

表１ 主な体験活動の計画(平成 19年度）
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３ 実践事例(草花栽培を中心に)
(1) 花いっぱい運動

校内の花壇への草花苗の定植と管理は、全学科の全クラス(１２クラス)の生徒が正・
副担任や環境衛生部庭園係職員の指導のもとＬＨＲの時間に特別活動として取り組んで

いる(図２)。農業科学基礎で栽培を学ぶ農業系の生徒と異なり、普通科の生徒の中には、
土や草花苗に触れるのは小学校以来という生徒もいた。普通教室での授業と異なり、屋

外で自らが管理を行うので、はじめは嫌がったり消極的な生徒も、実習を通して身体を

動かし、他の生徒と協力しながら管理することで楽しさややりがいを見いだせた。

図２ 校内花壇に苗を植える生徒 図３ サルビア定植完了(充実のひと時)
地域(学校外)の花壇への草花苗の定植は、生物生産科２年生が生物生産科職員ととも

に科目「総合実習」で取り組んでいる。「いずみ緑道」は、町内にある大手電機メーカ

工場の東側を南北に延び、生徒が定植を行う花壇(図３)は西小泉駅から工場へ向かうこ
の緑道のメイン部分である。花壇の周囲にはベンチも配置されているので、生徒が 5000

本以上の草花苗を植え終えると、ベンチに座ってじっくりと観賞することができる。春

にサルビア、秋にパンジーと年２回、それぞれ１日がかりの実習となるが、町民の注目

度も高いこともあり、定植時には毎回上毛新聞社から取材される。

(2) 小・中学校との草花栽培をとおした交流活動
町内にある、南小学校、北小学校、西小学校の小学校３校、南中学校の中学校１校の

計４校の児童生徒達と交流活動を行っている。４月から１１月までの間に計１２回、各

２時間、合計２４時間の交流を行い、本校からは生物生産科２・３年生がグループ編成

をし、一人あたり同一校へ３回参加する。指導は生物生産科職員が行った。教育課程上

の位置づけは、２年生が総合実習、３年生は総合実習と課題研究である。

交流は、本校生徒にとっては、すでに学習している内容を生かし、教師のサポート役

ではなく、相手校の児童・生徒の教師として直接指導する体制を作った。そのため、事

前に使用する器具や資材の準備、道具の準備や片付けに主体的に、熱心に取り組むこと

ができた。自らが児童生徒の指導者を体験することにより、教えることの難しさや楽し

さを認識したり、日頃の専門学習の内容をさらに深化させることができた。また一人ひ

とりの生徒が３回の交流で回が進む毎に児童・生徒に対して適切に指導できるようにな

っていく過程を目の当たりにした。交流活動により、生徒自らが児童とのコミュニケー

ションをしっかりととれるよう、たとえば説明を平易な表現にかえるなどの工夫を主体

的に行えた。
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図４ 本校職員が指導する様子 図５ 本校生徒が指導する様子

図６ 自主的に動く児童達 図７ ポイントが分かると作業を進める

図８ 細かい作業をわかりやすく説明 図９ 周りの様子をみる余裕もでる

４ まとめ
写真から児童の表情はわかりにくいが、実践の様子を写した図４と図５を比較すると、

教師が本校職員の場合と高校生の場合では表情が異なる。それは指導を受ける教師として

本校職員に対する緊張感よりも生徒に対する緊張感の方が低いために、表情が穏やかだと

推定される。教師と生徒のやりとりを考えた場合、このような緊張感は必要であるが、本

交流体験のような、特に異年齢の交流の場合は得てしてこの緊張感が両者の壁になってし

まう。図５は２回目の体験から分かるように、交流体験をとおして同じ時間を共有するこ
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とによって交流は深まる。

高校生を相手に日々指導する高校教師にとって、小学校児童は純真無垢な素直でのびの

びしている印象をもった。事実、図６・７のようにやることを理解した児童は、主体的に

どんどん作業を進める。その光景を見た生徒もその積極的な姿を自分に写し合わせ、自分

自身ももう少し積極的に動かなければと感じ、授業が進むにつれて指導する動きも段々と

こなれてくる。

図８のように一人ひとりの児童に、相手の目線に立って細かい作業もわかりやすく説明

することができた。「分かった！」という生徒の声が、指導する高校生にますますやる気

と自信を与えている。また、少人数の児童のグループを一人で指導するため、指導になれ

てくると周りの様子に気を配れるほど余裕も出てくる。(図９)

異学年交流では、高校生にとって年齢差１０歳にも

及ぶ場合がある。小学生児童に自分が働きかけること

によって、その児童が生き生きと活動する場面を見て、

高校生自身にもほんの少し自信が芽生えてきたことを

感じる。そして、ていねいに指導する自分自身が人の

役に立っているということを感じる。図１０は、主体

の回復を示したものであるが、今回の交流の場面に照

らし合わせると、先ほど説明した生徒の生きる力の芽

生えを説明できる。

今回の交流体験を契機にある意味自分の役割を与え

られ、その対応を余儀なくされた。児童との交流の中

で、少しずつではあるが、自信を回復し、自己有用感

をもてるようになる。その自信や自己有用感によって、

自らの主体を回復し、学習者としての主体性を身に付

けていく。 図１０ 主体の回復

学習過程と教授過程を示したものが図１１である。

図からも分かるとおり、生徒の学習過程は、その興

味や関心、その場の環境などの影響を受け、必ずし

も最短距離で目標を達成するものではない。それに

反して私たち教員の指導は、その時間に達すべく目

標を最短で達成するように配慮し授業を行っている

ので、教授過程は変化に乏しく直線的なものとなる。

教室で教師が不要な動きと感じるこの教室での生

徒のぶれは、座学では好ましいものではない。 図１１ 学習過程と教授過程

しかし、今回のような体験活動では、トライアンド

エラーそのものが次の学習への入口となる。

この体験活動をとおして、生徒は本人の潜在能力

をどんどん開発することにより、私たち教師は新た

な生徒の姿を目にすることができる。今回の体験は

図１２中の「学習」に相当する。余談だが、図１で

示した生きる力の中に「確かな学力」が位置づけら

れている理由は、まさしく学習がこの図１２のよう

に、生徒の潜在能力の開発につながるからである。

併せて、生徒自身も新たに顕在化された能力に気 図１２ 潜在能力と顕在能力
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づくことになるので、それが図１０で示した自信や自己有用感につながっていく。

本事業の成果は、教師による観察の結果からも、生徒の力は大きく向上したと考えられ

る。今回の事業のノウハウをもとに、今後も地域とともに歩む高等学校として、地域に確

固とした地位を築いていきたい。

５ おわりに
体験活動は、「生きる力」を育む有効なツールと考えられている。今回、なぜそのよう

に考えられるかを論理的に解明しようとの目標をもって本論文を著した。

中央教育審議会教育課程部会「教育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ」(平成 19

年 11 月 7 日)が発表され、その中に、「教育内容に関する主な改善事項」という項目があ
り、体験活動の充実が取り上げられている。

今回取り上げた自然に関わる体験活動、交流に関わる体験活動の言及はないが、「子ど

もたちの社会性や豊かな人間性を育むため、その発達の段階に応じ、・・・」と図１の「豊

かな人間性社会性」に関わる部分は「生きる力」の重要な要素であることは変わらない。
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